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実務経験のある教員等による授業科目一覧（作業療法学科夜間部）

NO 科目名 単位時間 実務経験内容

1 運動学Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

2 運動学Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

3 作業療法概論Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

4 作業療法概論Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

5 人間発達学 30 本科目は臨床心理士として実務経験のある教員による授業である

6 臨床心理学 30 本科目は臨床心理士として実務経験のある教員による授業である

7 内科学Ⅰ 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

8 内科学Ⅱ 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

9 整形外科学Ⅰ 30 本科目は理学療法士として実務経験のある教員による授業である

10 整形外科学Ⅱ 30 本科目は理学療法士として実務経験のある教員による授業である

11 神経内科学Ⅰ 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

12 神経内科学Ⅱ 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

13 精神医学Ⅰ 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

14 精神医学Ⅱ 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

15 小児科学 30 本科目は医師として実務経験のある教員による授業である

16 リハビリテーション医学 30 本科目は理学療法士として実務経験のある教員による授業である

17 基礎作業学Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

18 基礎作業学Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

19 作業療法評価法Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

20 作業療法評価法Ⅱ 60 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

21 リハビリテーション関連機器 15 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

22 生活環境論 15 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

23 画像診断 15 本科目は診療放射線技師として実務経験のある教員による授業である

24 作業療法評価法Ⅲ 60 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

25 作業療法評価法Ⅳ 60 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

26 身体障害Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

27 身体障害Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

28 身体障害Ⅲ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

29 精神障害Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

30 精神障害Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

31 発達障害Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

32 発達障害Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

33 老年期障害 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

34 高次脳機能障害 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

35 レクレーション療法 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

36 義肢装具学Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

37 義肢装具学Ⅱ 30 本科目は義肢装具士として実務経験のある教員による授業である

38 日常生活活動Ⅰ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

39 日常生活活動Ⅱ 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

40 職業関連活動 15 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

41 地域リハビリテーション論 30 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

42 臨床実習Ⅰ 90 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である
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NO 科目名 単位時間 実務経験内容

43 臨床実習Ⅱ 90 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

44 臨床実習Ⅲ 135 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

45 臨床実習Ⅳ 720 本科目は作業療法士として実務経験のある教員による授業である

合　　計　　 2295
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担当講師 浅井 愛邦、松下　啓

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門基礎 単 位 数 : 1

単 位 時 間 : 15選 択 必 修: 必修

教育目標

疾患診断に必要な医用画像について、各種診断機器による画像の成り立ちを理解したうえで、今までに得た

解剖学、生理学や病態学の知識に基づき、画像解剖学的事項、画像検査法の選択、臓器ごと、疾患ごとの医

用画像の臨床的評価、代表的な疾患の画像所見について学習する。

授業内容

１　各種の画像検査法および画像の成り立ちについてその特性を説明する。

２　画像検査を必要とする目的およびその臨床的意義について理解する。

３　それぞれの臓器の解剖学的知識を整理し、画像と対比して関連を説明する。

４　それぞれの画像検査においてその所見から代表的疾患の病態について論述する。

授業の計画

（１）放射線診断学　総論

（２）骨格系（頭蓋骨、縫合、副鼻腔、脳頭蓋、顔面頭蓋、副鼻腔腫瘍、骨軟部組織）

（３）骨格系（脊柱、椎孔、椎間孔、椎間板、骨粗鬆症、骨腫瘍、椎間板ヘルニア、骨転移）

（４）脳神経画像診断総論（CT・MRIの応用）

（５）脳血管性病変（大脳、小脳、中脳、脳梗塞、くも膜下出血、脳出血、ラクナ梗塞）

（６）脳腫瘍性病変（脳腫瘍）

（７）試験および解説

教科書及び参考書
プリント資料を配布する

評価方法及び特に記すべき事項
筆記試験を行い、60点以上を合格とする。

授  業  方  法 : 講義

○

○

○

○

科目名 画像診断

授業計画書
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担当講師 植村　健一・藤田　賢太郎

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 60選 択 必 修: 必修

教育目標

作業療法対象となる生活者の健康へ貢献する実践力の礎となる人間性、教養向上のための知識と技術を習得

する。

評価法で習得した内容が実際に生活者へ対応できる各検査の技術を習得する。

授業内容

１・２  バイタルサインの想定を正しい手順で実施することができる。

３・４  バイタルサイン測定の習熟度について確認し、測定技術向上のためのフィードバックを受ける。

５・６  片麻痺患者を想定して寝返り・起き上がり・トランスファーを実施することができる。

７．    片麻痺患者を想定して寝返り・起き上がり・トランスファーを実施することができる。

８．    反射・筋緊張検査・姿勢反射を学び、正しく行えるようにする。

９・10  血圧脈拍測定・反射・筋緊張・病的反射・姿勢反射・運動失調実技確認試験

11・12  感覚検査（主に中枢疾患の表在感覚・深部感覚・複合感覚のテスト）

13・14  脳神経検査

15・16  脳神経検査

17 感覚検査実技確認試験

18．    脳神経検査実技確認試験

19・20  一般的な上肢機能検査について（FMA・STEF・MAL・ARAT演習）

21・22  片麻痺機能検査について（BRS／12段階グレード、MFT）

23．    脈拍・血圧測定の実技試験

24．    トランスファー実技試験

25．    感覚検査の実技試験

26．    脳神経検査の実技試験

27．    深部腱反射、病的反射、筋緊張の確認

28．    姿勢反射（座位での立ち直り反応、平衡反応）、運動失調・協調性の検査

29．    ブルンストロームステージ判定テスト

30．    総復習

検査を学習するのではなく、検査が出来ることを重要視します。よって、①検査目的を自分なりに説明が出

来ること②対象状況に合わせた検査方法の検討と実施③検査結果から関連する検査の検討と実施が必要とな

ります。その為、評価学Ⅰ・Ⅱの復習（検査目的と関連性、障害との関連説明）が出来るようになっておく

ことをお勧めします。

上記内容を、授業開始日までに、レポート課題（成績に加味する）を出すことがあります。復習を兼ねて取

り組んでください。　

教科書及び参考書

　標準作業療法学

授  業  方  法 : 実技

○

○

○
　　　　　　　　　作業療法評価学（改訂第2版）

○ 評価方法及び特に記すべき事項
血圧測定実技試験、反射検査実技試験、脳神経検査実技試験、協調性検査実技試験、感覚検査実技試験の得

点を合わせて満点として判断する。

科目名 作業療法評価法Ⅲ

授業計画書
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担当講師 植村　健一・藤田　賢太郎

3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 60選 択 必 修: 必修

教育目標
検査測定実習に向けて、生体力学的検査に関する測定方法について正しく遂行することができる。各評価方

法について、なぜ起こるのかを先行知識と照合して実施することができる。

授業内容

１．    触診  血管、筋、骨のランドマーク
２．    形態測定  四肢長、周径
３．    形態測定
４．    形態測定実技確認てスロ
５．    ROMの基礎・計測の基礎（記録含む）
６．    ROM実技（肩甲帯・上肢）
７．    ROM実技（前腕・手指）
８．    ROM実技（頸部・体幹）
９．    ROM実技（股・膝）
10．    ROM実技（足関節）
11．    ROM実技確認（上肢・手指）
12．    ROM実技確認（下肢・頸部・体幹）
13．    ROMの基礎・計測の基礎（筋の触診）
14・15．MMT実技（肩甲帯・上肢）
16．    MMT実技（肩甲帯・上肢）
17・18．MMT実技（肘・前腕・手指）
19・20．MMT実技（下肢・頸部・体幹）
21．    MMT実技確認（肩甲帯・上肢・手指）
22．    MMT実技確認（下肢・頸部・体幹）
23．    呼吸器の評価
24．    呼吸器の演習
25・26．循環器の評価
27・28．ADLの評価
29・30．形態測定・ROM・MMT実技試験
検査を学習するのではなく、検査が出来ることを重要視します。よって、①検査目的を自分なりに説明が出
来ること②対象状況に合わせた検査方法の検討と実施③検査結果から関連する検査の検討と実施が必要とな
ります。その為、評価学Ⅰ・Ⅱの復習（検査目的と関連性、障害との関連説明）が出来るようになっておく
ことをお勧めします。
上記内容を、授業開始日までに、レポート課題（成績に加味する）を出すことがあります。復習を兼ねて取
り組んでください。

授 業 学 年:

授  業  方  法 : 実技

○

○

○ 教科書及び参考書

科目名 作業療法評価法Ⅳ

授業計画書
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　　標準作業　　　　　　　療法学 　作業療法評価学（改訂第2版）

○ 評価方法及び特に記すべき事項

ROM実技試験、MMT実技試験、形態測定実技試験を合わせて満点として判断する。



担当講師 田中　清子

3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

① 身体障害に対する作業療法の役割を理解する

②身体の障害に応じて具体的治療手段を理解する

③身体障害の作業療法の流れを理解する

   （評価⇒問題点の抽出⇒ゴール設定⇒プログラムの立案） 

授業内容

授 業 学 年:

授  業  方  法 : 講義

○

○

１．岩崎テル子編集、標準作業療法学［身体機能作業療法学］ 医学書院
２．金子翼編集 作業療法学全書［作業治療学１ 身体障害］ 協同医書出版

科目名 身体障害Ⅰ

授業計画書
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○ 評価方法及び特に記すべき事項

筆記試験

○ 教科書及び参考書

(１) 身体機能作業療法学の基礎（身障OTスライド）
(２) 身体機能作業療法学の基礎と治療原理：ボディーメカニクスについて
(３) 身体機能障害の治療原理：ROM拡大について
(４) 身体機能障害の治療原理：筋力強化について
(５) 身体機能障害の治療原理：筋緊張の異常とその治療について
(６) 身体機能障害の治療原理：不随意運動、協調運動障害の治療について
(７) 身体機能障害の治療原理：知覚再教育について
(８) 身体機能障害の治療原理：廃用症候群、物理療法について
(９) 身体障害作業療法の実践：作業療法の過程Ⅰ

(１０) 身体障害作業療法の実践：作業療法の過程Ⅱ
(１１) 身体障害作業療法の実践：病期に応じた治療・指導・援助内容についてⅠ
(１２) 身体障害作業療法の実践：病期に応じた治療・指導・援助内容についてⅡ
(１３) 心理的援助法と動機づけに関して
(１４) 総復習
(１５) テスト及び解説 



担当講師 鶴田　匡範

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

①CVA・頸髄損傷・神経変性疾患・末梢神経損傷に関する医学的知識の習得とともに、作業療法において必  
   要評価を選択できる
②評価の分析から問題点の抽出、必要なプログラムが作成できる。	

授業内容

授 業方法 :講義

○

○

科目名 身体障害Ⅱ

授業計画書
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(１) 脳血管障害と頭部外傷の臨床像の違いを理解する
(２) 脳血管障害患者と頭部外傷患者に必要な評価を選択できる
(３) 脳血管障害患者と頭部外傷患者に生じる問題点を理解する
(４) 脳血管障害患者と頭部外傷患者のゴールとプログラムを立案できる
(５) 脳血管障害患者の症例演習
(６) 脊髄損傷の臨床像を理解する
(７) 脊髄損傷患者に必要な評価を選択できる
(８) 脊髄損傷患者に生じる問題点を理解し、レベル別到達可能なADLを知る
(９) 脊髄損傷患者のゴールとレベル別プログラムの立案ができる

(１０) 神経変性疾患の種類とそれぞれの疾患の病態を知る
(１１) 神経変性疾患に必要な評価と治療について
(１２) 末梢神経損傷の基礎知識
(１３) 末梢神経損傷に必要な評価と治療について
(１４) まとめ
(１５) 試験及び解説 

○ 教科書及び参考書

１．岩崎テル子編集、標準作業療法学［身体機能作業療法学］ 医学書院
２．金子翼編集 作業療法学全書［作業治療学１ 身体障害］ 協同医書出版

○ 評価方法及び特に記すべき事項

CVAと頭部外傷、頸髄損傷、神経変性疾患と末梢神経障害に関する筆記試験で評価する



担当講師 浅井　道明

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

作業療法対象となる生活者の健康へ貢献する実践力の礎となる人間性、教養向上のための知識と技術を習得

する。

疾患と共存している生活者へ有効な作業療法を検討（具体的な内容の思索）しながら、医学的基礎知識の確

認と作業療法の関連性意味合いを説明することが出来る。

授業内容

各疾患の基礎知識を踏まえての作業療法臨床を考察する時間となります。その為、各自での基礎疾患復習は

しておくことをお勧めします。

授業開始日までに、レポート課題（成績に加味する）を出すことがあります。復習を兼ねて取り組んでくだ

さい。

教科書及び参考書

授 業方法 :講義・演習

○

○

○

科目名 身体障害Ⅲ

授業計画書
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○ 評価方法及び特に記すべき事項

標準作業療法学  専門分野  身体機能作業療法学  第３版
標準作業療法学  専門分野  臨床実習とケーススタディ  第２版

試験６割以上を合格とする。再試験問題は、本試験問題と同一とは限りません。

(１)  授業計画   OT内容確認・OTとは（仕事内容・対象・自分たちがすること）
(２)  評価～ICF要約～ゴール設定～プログラム 
(３)  骨折
(４)  関節リウマチ
(５)  内部疾患総論・DM
(６)  循環器疾患、心電図
(７)  呼吸器疾患
(８)  熱傷
(９)  ターミナルケア

(１０)  症例演習
(１１)  症例演習
(１２)  症例演習
(１３)  症例演習
(１４)  総合復習  上記疾患における疾患特徴、作業療法についてICFを活用
(１５)  筆記試験及び解説 



担当講師 鎌田　浩明

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

精神障害Ⅰは、心を患い生きることが困難なひとに対して作業を用い暮らしや生きる事を変容させることを

学ぶ学問である。心の治療として薬物療法と精神療法があるが、特に精神療法領域で暮らしを考えた支援が

できるのは作業療法である。主に１．精神障害の偏見　２．対象者との情緒的な関わりや作業療法の質的評

価・支援　３．精神障害者の地域移行について話を進める。

また、教育手法はtutorialを用いる。

授業内容

１　ひとと病い（主体性の医学、障害について）

２　精神の病と作業療法との関係（歴史的観点）

３　精神障害に対する作業療法の視点及び精神科作業療法の理論・モデル・関連療法（薬物療法等）

４　具体的な作業療法の手順１（インテーク面接、試し参加）

５　具体的な作業療法の手順２（情報収集、POMR、情報の利点と疑問）

６　具体的な作業療法の手順３（面接の基本、心理面接、作業面接の違い）

７　具体的な作業療法の手順４（構成的作業面接と投影的作業面接の違い）

８　具体的な作業療法の手順５（観察構造、観察のポイント、生活観察との関連性、リストの利用等）

９　具体的な作業療法の手順６（検査・調査、情報の整理と関連付け、bottom to top 推論、ICF）

10　作業療法の治療・援助構造と治療機序１（こころに影響する作業の特性と構造）

11　作業療法の治療・援助構造と治療機序２（手段としての作業の用い方、自己の治療的応用）

12　作業療法の治療・援助構造と治療機序３（集団・場を用いた治療構造）

13　作業療法の実践１　（入院作業療法・通院作業療法）

14　作業療法の実践２　（急性期・回復期・維持期のアプローチ）

15　児童精神障害・司法精神障害と作業療法

16　試験および解説

教科書及び参考書

授 業方法 :講義

○

○

○
山根　寛　2010．精神障害と作業療法-治る・治るから生きるへ　第3版．三輪書店

奈良勲　鎌倉矩子監修　上野武治編集　2010．標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　精神医学　第3版

○ 評価方法及び特に記すべき事項
PBLを通じたレポートや課題点：20点

筆記試験：80点　計100点

科目名 精神障害Ⅰ

授業計画書
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担当講師 船迫　慎司

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

精神障害に対する基本原則に沿って、病理の違いによる障害の特性に応じた作業療法の知識と技術について

理解を深める

授業内容

第1回 :統合失調症　基礎知識の確認　急性期の作業療法　

第2回 :統合失調症　回復期～療養期の作業療法

第3回 :気分の障害　基礎知識の確認　うつ病相の病相期作業療法

第4回 :気分の障害　うつ病相回復期の作業療法　躁病相作業療法

第5回 :神経症圏の障害　基礎知識の確認　不安障害・強迫性障害の作業療法

第6回 :神経症圏の障害　解離性障害　ストレス関連障害　身体表現性障害の作業療法

第7回 :摂食障害　基礎知識の確認　神経性無食欲症・神経性大食症の作業療法

第8回 :物質関連障害　基礎知識の確認　依存症の作業療法　

第9回 :パーソナリティ障害　基礎知識の確認　クラスターA の作業療法

第10回:パーソナリティ障害　クラスターB・Cの作業療法

第11回:事例検討　事例提示　全体像まとめ

第12回:事例検討　生活課題の抽出　目標設定

第13回:事例検討　治療プログラムの立案

第14回:まとめ

第15回:筆記試験および解説

教科書及び参考書
使用テキスト：「精神障害と作業療法」（山根寛著）、「精神医学」のテキストを毎回持参して下さい

評価方法及び特に記すべき事項
成績評価について：筆記試験による評価。100点満点とし、60点未満を不合格（再試験の対象）とする

授 業方法 :講義

○

○

○

○

科目名 精神障害Ⅱ

授業計画書
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担当講師 田川　康代

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

（GIO）

発達過程作業療法の基礎・関連事項・対象疾患の臨床像を十分に理解し、治療・指導・援助内容について学

習する

（SBO））

① 発達過程作業療法の目的について説明できる
② 発達過程を順を追って説明できる
③ 原始反射・反応について書面でまとめることができる
④ 遊びの発達・分類について説明できる
⑤ 発達過程作業療法評価法について説明できる 

【１回目】発達作業療法の概要

・定義

・発達過程作業療法の歴史

・作業療法の目的

・作業療法の役割

【２～３回目】発達過程作業療法の実践課程

・情報収集、初期評価治療指導

・再評価、援助期間

【4～7回目】正常の理解

・粗大、巧緻運動の発達

・姿勢、移動運動の発達

・遊びの発達

【8～11回目】感覚統合療法

・理論とアプローチ法

・治療実践

【12～15回目】脳性麻痺

・分類に基づいた特徴と評価

・治療実践

【16回目】筆記試験及び解説

教科書及び参考書
・福田恵美子編集：標準作業療法学　発達過程作業療法学第2版　医学書院　2014

・岩崎テル子編集：評価作業療法学　作業療法評価学第2版　医学書院　2011

評価方法及び特に記すべき事項
・ペーパー試験による評価とする（７０％）

・レポート課題（１０％）

・小テスト（２０％）

上記を総合的に判断し、６０点未満を不合格とする

授 業方法 :講義

○

○

○

○

科目名 発達障害Ⅰ

授業計画書
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授業内容



担当講師 田川　康代

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

（GIO）

発達過程作業療法の基礎・関連事項・対象疾患の臨床像を十分に理解し、治療・指導・援助内容について学

習する

（SBO））

①	対象疾患の病態像について説明できる

②対象疾患の臨床症状について説明できる

③生活機能から適切な作業療法評価内容を説明できる

④評価結果からニーズ、機能、活動制限について説明できる

⑤対象疾患の全体像をまとめ作業療法の目標、手段、方法を説明できる
授業内容

【１回目】整形外科疾患１

・分娩麻痺

・特徴、治療、評価と実践課程

【2回目】整形外科疾患２

・二分脊椎

・特徴、治療、評価と実践課程

【３回目】整形外科疾患３

・先天性四肢奇形・欠損

・特徴、治療、評価と実践課程

【4回目】神経筋疾患の理解

・進行性筋ジストロフィー

・特徴、治療、評価と実践課程

【５回目】新生児のリハビリテーション

・NICU 対象児

・特徴、治療、評価と実践課程

【6～7回目】知的発達障害

・特徴、治療、評価と実践課程

【8～10回目】自閉症スペクトラム

・特徴、治療、評価と実践課程

【11回目】学習障害

・特徴、治療、評価と実践課程

【13～14回目】注意欠如・多動性障害

・特徴、治療、評価と実践課程

【15回目】筆記試験および解説

教科書及び参考書
・福田恵美子編集：標準作業療法学　発達過程作業療法学第2版　医学書院　2014

・岩崎テル子編集：評価作業療法学　作業療法評価学第2版　医学書院　2011

評価方法及び特に記すべき事項
・ペーパー試験による評価とする（７０％）

・レポート課題（１０％）

・小テスト（２０％）

上記を総合的に判断し、６０点未満を不合格とする

授 業方法 :講義

○

○

○

○

科目名 発達障害Ⅱ

授業計画書
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担当講師 原田智晃・藤田賢太郎・鎌田浩明

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

日本は高齢社会でありその対策が社会問題となっている。医療や福祉・年金の抜本的なシステムの変革が急

務の状況で、作業療法士も医療・福祉領域に適応するため、多くの知識や状況変化に対応する力が求められ

ている。さらに障害者の地域移行に向けたMTDLPの利用も欠かせない。

具体的には講義として①健常高齢者の暮らし関わる社会の問題を学ぶ。②健常高齢者の加齢に伴う生理的変

化と随伴しやすい症候群や疾患を理解し③検査・評価・治療場面で実践できるよう流れを学ぶ。そして老年

期特有の認知症を学ぶ。

講義以外の課題として、学生の身近な高齢者の暮らしの調査を行い，対象者の主体的な暮らしの問題をレ

ポートとする。
授業内容

① 一般高齢者の状況や高齢期の特徴を想像できる。

② 現代社会と高齢者の関係（社会活動と家族関係）を説明できる。

③ 高齢期の身体的・生理的特徴を説明できる。

④ 高齢期の心理・精神的特徴を説明できる。

⑤ 高齢期に起こりやすい症候(廃用症候群)を説明できる。

⑥ 高齢期に多い循環・呼吸・泌尿器代謝疾患を説明できる。

⑦ 高齢期に多い神経系疾患・運動器疾患を説明できる。

⑧ 高齢期に多い皮膚疾患と褥創を説明できる。

⑨ 複合障害であることを踏まえた作業療法の目的・役割と機能を説明できる。

⑩ 高齢期作業療法での評価について説明できる。

⑪ 高齢期のQOLを説明できる。標準化されたQOL尺度をあげることができる。

⑫ 認知症の定義・分類を説明できる。

⑬ 代表的な認知症疾患を説明できる。

⑭ 認知症の症状及び評価を説明できる。

⑮ 認知症のプログラムを説明できる。

⑯ 筆記試験および解説

教科書及び参考書
＜参考テキスト＞

・松房 利憲、小川 恵子　編：標準作業療法学　専門分野「高齢期作業療法学第3版」．

評価方法及び特に記すべき事項
・筆記試験80点　レポート点20点

授 業 方 法 :講義

○

○

○

○

科目名 老年期障害

授業計画書
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担当講師 玉利　竜二

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

１．高次脳機能障害に関する基本的知識を知る。

２．高次脳機能障害に対する評価方法を知る。

３．機能障害別のアプローチの考え方と方法を知る。

授業内容

①高次脳機能障害の分類

②③半側空間無視の臨床症状と検査法

半側空間無視の機序、その他の無視症状

④⑤半側空間無視のリハビリテーション

⑥失認と関連症状

⑦失行のタイプと検査法

➇失行のメカニズムとリハビリテーション

⑨失語の臨床症状と検査法

⑩失語のリハビリテーション

⑪注意障害の臨床症状

⑫注意障害のリハビリテーション

⑬その他高次脳機能障害について

⑭国家試験過去問題の解説

⑮試験および解説

教科書及び参考書

授 業方法 :講義

○

○

○
標準作業療法学 専門分野 高次脳機能障害（第２版） 医学書院

○ 評価方法及び特に記すべき事項
筆記試験

科目名 高次脳機能障害

授業計画書
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担当講師 船迫　慎司

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 1

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

・作業療法におけるレクレーションの位置づけを理解する

・対象者の特徴に沿った合目的的なレク計画を立案し、実施することができる

・実施したレクレーションの良し悪しについて吟味することができる

・作業療法における集団について理解する

授業内容

第１回レクレーションの基本的な考え方　　作業療法におけるレク活動の捉え方　

第２回作業療法における集団の理解　　【集団の構成因子・集団力動・moseyの発達集団】

第３回作業療法におけるレクレーションプログラムの立案と展開 

第４回レクレーションプログラムの立案

第５回レクレーションプログラムの立案 

第６回 学生模擬演習①　

第７回 学生模擬演習②　

第８回 学生模擬演習③　

第９回 学生模擬演習④　

第10回 学生模擬演習⑤

第11回 学生模擬演習⑥

第12回 学生模擬演習⑦　

第13回 疾患・障害別のレク活動　【身体障害】　

第14回 疾患・障害別のレク活動　【精神障害・認知症等】　

第15回 筆記試験および解説

※学生模擬演習について

・2～3名のグループで各グループで課題に沿ってレクレーションの計画を立案し、実施する。

・各演習後に実施したレク活動についてディスカッションを行う

・各演習の担当グループは演習の前と後に計画と実施後の改善点のレポートをそれぞれ提出する。

教科書及び参考書
・使用テキスト：　レクレーション　社会参加を促す治療的レクレーション 　第2版

評価方法及び特に記すべき事項
・筆記試験（50%）

・模擬演習時の取り組み、ディスカッションや実習における態度や姿勢（20%）

・レポート課題（20%）

・上記を総合的に判断し、100点満点とし、60点未満を不合格とする 

授 業方法 :講義・演習

○

○

○

○

科目名 レクレーション療法

授業計画書
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担当講師 田中　清子

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

１．義肢学

上下肢切断とその適応義肢に関しての基礎知識を学び、作業療法士としての関わりを理解する

２．装具学

上下肢装具、体幹装具の基礎知識を学び、各疾患に対する適応と障害理解を深めることができる

授業内容

１．義肢学

①切断の原因について知る。上下肢切断の部位による分類を学ぶ。断端長の測定方法を知る

②義手の構成要素と機能を学ぶ

③能動義手の操作方法を理解する

④義手のチェックアウト理解する

⑤義足の名称と機能を学ぶ

⑥切断の作業療法について学ぶ

⑦切断のＡＤＬについて学ぶ

２．装具学

⑧末梢神経損傷（上肢）について理解し、変形について学ぶ

⑨装具を分類し、その目的とそれぞれの例を知る

⑩上肢における末梢神経損傷と適応スプリントについて理解する

⑪疾患別装具学（脊髄損傷）

⑫疾患別装具学（リウマチ、脳卒中）

⑬体幹装具と適応疾患を理解する

⑭下肢装具と適応疾患を理解する

３．筆記試験及び解説

⑮筆記試験当日、ノートを提出すること

教科書及び参考書
作業療法学全書改訂第3版第9巻作業療法技術学1義肢装具学　古川　宏

協同医書出版

評価方法及び特に記すべき事項
試験：80％、レポート：20％にて評価

授 業方法 :講義

○

○

○

○

科目名 義肢装具学Ⅰ

授業計画書
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担当講師 栗屋憲治・中礼裕之

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 1

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

義肢装具（主に上肢）を通して、作業療法との関わりを理解する

授業内容

第1回　義肢装具士の業務内容について

　装具の概念について

　低融点熱可塑性プラスティックによる手背屈装具の製作（採寸）

第2回　低融点熱可塑性プラスティックによる手背屈装具の製作（モールディング）

第3回　低融点熱可塑性プラスティックによる手背屈装具の製作（適合）

第4回　上肢装具（手背屈装具）製作（採寸・採型）

　陰性モデル製作

第5回　手背屈装具　陽性モデル製作・修正

第6回　手背屈装具　熱可塑性プラスティック成型

　仮合わせ・チェック

第7回　手背屈装具仕上げ作業・完成後適合チェック

　上肢装具種類と適合疾患について

第8回　テスト及び解説

教科書及び参考書
なし

評価方法及び特に記すべき事項
定期試験

授 業方法 :実技

○

○

○

○

科目名 義肢装具学Ⅱ

授業計画書
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担当講師 玉利　竜二

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

１．日常生活活動の概念と範囲

２．作業療法で扱う日常生活活動の範囲を理解する。

３．作業療法士の日常生活活動の障害の捉えかたを学ぶ。

４．作業療法士における日常生活活動の目的と方法を学ぶ。

５．日常生活活動評価の解釈時の作業療法の視点について理解する。

６．身体障害の日常生活活動の特徴を理解する。

７．脳血管障害患者の日常生活活動に対する作業療法の基本的な考え方を理解する。

授業内容

①日常生活活動の概念と範囲

②日常生活活動の評価

③脳血管障害の病態と障害像

④脳血管障害患者の日常生活活動（起居・移動動作）

⑤脳血管障害患者の日常生活活動（起居・移動動作）

⑥脳血管障害患者の日常生活活動（摂食嚥下・食事動作）

⑦脳血管障害患者の日常生活活動（摂食嚥下・食事動作）

➇脳血管障害患者の日常生活活動（整容・更衣動作）

⑨脳血管障害患者の日常生活活動（入浴・排泄動作）

⑩脳血管障害患者の日常生活活動（入浴・排泄動作）

⑪脳血管障害患者の日常生活活動（その他関連活動）

⑫脳血管障害患者の日常生活活動（その他関連活動）

⑬脳血管障害患者の自動車運転

⑭国家試験過去問題確認

⑮試験および解説

教科書及び参考書

授 業方法 :講義

○

○

○
ADLとその周辺（第３版）医学書院

○ 評価方法及び特に記すべき事項
筆記試験による

科目名 日常生活活動Ⅰ

授業計画書
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担当講師 玉利　竜二

3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 1

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

障害者に対する日常生活活動指導に関して、必要な基本的知識技能を修得する。

１．身体障害者の日常生活活動の特徴を理解する。

２．身体障害者の日常生活活動障害の要因を理解する。

３．身体障害者の日常生活活動に対する作業療法の基本的考え方を理解する。

４．身体障害者の住環境整備について理解できる。

５．身体障害者の手段的日常生活活動について理解できる。

授業内容

①頸髄損傷の病態と障害像（Zancolliの上肢機能残存分類）

②頸髄損傷患者の食事動作、整容動作

③頸髄損傷患者の更衣動作

④頸髄損層患者の入浴動作

⑤頸髄損傷患者のトイレ動作

⑥頸髄損傷患者の手段的日常生活活動

⑦関節リウマチの病態と障害像（関節保護の原則を理解する）

➇関節リウマチ患者のセルフケア

⑨関節リウマチ患者のセルフケア

⑩関節リウマチ患者の手段的日常生活活動

⑪Dhuchennne型筋ジストロフィーの病態と障害像

⑫Dhuchennne型筋ジストロフィーのセルフケア

⑬Dhuchennne型筋ジストロフィーの手段的日常生活活動

⑭筋萎縮性側索硬化症患者の日常生活活動

⑮筆記試験および解説

教科書及び参考書

授 業 学 年:

授 業方法 :講義/実技

○

○

○
ADLとその周辺（第３版）医学書院

○ 評価方法及び特に記すべき事
項筆記試験による

科目名 日常生活活動Ⅱ

授業計画書
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担当講師 松野下 信三

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 1

単 位 時 間 : 15選 択 必 修: 必修

教育目標

「人と作業」、もしくは「人と職業」に関して、特に障害者においても先人はその重要性を説いている。そ

して、その支援の最も重要な担い手としての作業療法士の動き・働きについて考える。更に、平成18年施行

された障害者総合支援法を学び、これからの障害者雇用の支援について学ぶ。

授業内容

１．福祉就労の形態

２．就労支援の様々な方策

３．障害者総合支援法における就労支援の新たな枠組み

４．障害者雇用・障害者就労支援における新たな取組み

５．障害者の一般就労を促進する制度

６．障害者雇用優秀企業にみる企業理念と工夫

７．障害者雇用促進に関する作業療法士の役割

８．筆記試験および解説

教科書及び参考書
レポート50%、筆記試験50%

評価方法及び特に記すべき事項
配布資料

授 業方法 :講義

○

○

○

○

科目名 職業関連活動

授業計画書
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担当講師 船迫　慎司

授 業 学 年: 3年 前期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 2

単 位 時 間 : 30選 択 必 修: 必修

教育目標

【一般教育目標】

1.	地域作業療法を理解するために地域リハビリテーションの概念や作業療法の内容について知る

2.	地域作業療法の視点を養うために生活障害の捉え方を理解する

3.	地域作業療法の実践領域を理解するためにそれらを支えている社会保障制度について知る

4.	地域作業療法の実践過程を示す評価の視点から支援計画まで実践過程の枠組みを理解する

5.	地域作業療法を実践するために、アセスメントからプログラム立案までの実践過程と方法を理解する

授業内容

【授業予定】

第1回 :地域作業療法の役割　

第2回 :地域作業療法の役割　地域リハビリテーションの概念

第3回 :医学モデルと生活モデル　生活障害に対するアプローチ

第4回 :介護保険

第5回 :生活行為向上マネジメントの概要

第6回 :作業聴きとりシート

第7回 :聞き取り演習

第8回 :作業遂行アセスメント表の作成

第9回 :再遂行向上プラン表の作成

第10回:作業遂行プラン表の作成

第11回:事例提示、支援計画プレゼン準備

第12回:支援計画プレゼン準備

第13回:支援計画のプレゼン

第14回:支援計画のプレゼン　まとめ

第15回:筆記試験および解説

教科書及び参考書
※使用テキスト：標準作業療法学地域作業療法学※参考テキスト：作業の捉え方と評価・支援技術（医歯薬

出版株式会社）

評価方法及び特に記すべき事項
筆記試験による評価。100点満点とし、60点未満を不合格（再試験の対象）とする

授 業方法 :講義・演習

○

○

○

○

科目名 地域リハビリテーション論

授業計画書
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担当講師 各実習施設

授 業 学 年: 3年 後期科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 3

単 位 時 間 : 135選 択 必 修: 必修

教育目標

（１）臨床実習指導者の指導を受けながら対象者の評価、治療計画の立案、具体的治療の実施、その記

録・報告・再評価等作業療法士としての一貫した治療行為を習得する．

（２）作業療法士としての管理・運営業務を学ぶ.

（３）対象者に対する総合的リハビリテーションサービスの中における作業療法の意義を考え、作業療    法

士の役割と機能を学ぶと共に今後進むべき方向、研究テーマを考える．

（４）社会人・職業人としての態度を身につける．
授業内容

臨床実習施設に入院あるいは外来通院されている事例を臨床実習指導者の監督の下に担当する.

（１）担当事例のカルテ、画像などからの情報収集

（２）担当事例への面接および家族や主介護者への面接による情報収集

（３）担当事例の作業場面、病棟内での生活状況の観察による評価

（４）担当事例への心身の機能的評価

（５）担当事例への応用的能力・社会的能力・環境要因などの評価

（６）担当事例への（１）～（５）からの情報のまとめとICF（生活機能分類）を用いての生活上の問題

点の整理

（７）（６）のまとめから担当事例の作業療法遂行上の問題点と治療目標の列挙

（８）担当事例の作業療法介入計画の立案、介入方法の詳細な設定

（９）作業療法部門やリハビリテーション部門内での担当事例の初回評価の発表と質疑応答

（１０）臨床的推論を行うために不足する知識の調査

（１１）家屋調査と家屋改修場面の見学,他部門の見学

（１２）作業療法部門やリハビリテーション部門内での担当事例の初回評価、最終評価の発表と質疑応答

　その他、各々の学生の実習の進捗度合いにより、各臨床実習施設にて経験可能な内容に関して随時経験す

る.  （実習期間：15日）

教科書及び参考書
特に定まったものはない.　それぞれの臨床実習で必要な参考書などを学生各個人で収集する.もしくは学内

において使用した教科書なども参考にする.

評価方法及び特に記すべき事項
　各臨床実習施設の指導者およびスタッフによる臨床実習の到達度あるいは成長点に関する評価内容、専任

教員による臨床実習地訪問で得られた臨床実習の様子などを勘案して作業療法学科内にて総合的に検討し,判

断する.

授 業方法 :実習

○

○

○

○

科目名 臨床実習Ⅲ

授業計画書
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担当講師 各実習施設

授 業 学 年: 4年 通年科 目 区 分: 専門 単 位 数 : 16

単 位 時 間 : 720選 択 必 修: 必修

教育目標

（１）臨床実習指導者の指導を受けながら対象者の評価、治療計画の立案、具体的治療の実施、その記

録・報告・再評価等作業療法士としての一貫した治療行為を習得する．

（２）作業療法遂行に関する運営について学ぶ．

（３）対象者に対する総合的リハビリテーションサービスの中における作業療法の意義を考え、作業療    法

士の役割と機能を学ぶと共に今後進むべき方向、研究テーマを考える．

（４）社会人・職業人としての態度を身につける．
授業内容

臨床実習施設に入院あるいは外来通院されている事例を臨床実習指導者の監督の下に担当する.

（１）担当事例のカルテ、画像などからの情報収集

（２）担当事例への面接および家族や主介護者への面接による情報収集

（３）担当事例の作業場面、病棟内での生活状況の観察による評価

（４）担当事例への心身の機能的評価

（５）担当事例への応用的能力・社会的能力・環境要因などの評価

（６）担当事例への（１）～（５）からの情報のまとめとICF（生活機能分類）を用いての生活上の問題

点の整理

（７）（６）のまとめから担当事例の作業療法遂行上の問題点と治療目標の列挙

（８）担当事例の作業療法介入計画の立案、介入方法の詳細な設定

（９）作業療法部門やリハビリテーション部門内での担当事例の初回評価、最終評価の発表と質疑応答

（９）担当事例への介入の体験

（10）担当事例への作業療法介入の効果判定のための再評価

（11）自助具や装具などの作成経験

（12）臨床的推論を行うために不足する知識の調査

（13）家屋調査と家屋改修場面の見学

（14）他部門の見学

（15）作業療法部門やリハビリテーション部門内での担当事例の初回評価、最終評価の発表と質疑応答

　その他、各々の学生の実習の進捗度合いにより、各臨床実習施設にて経験可能な内容に関して随時経験す
る.    （実習期間：40日間×2施設）

教科書及び参考書
特に定まったものはない.　それぞれの臨床実習で必要な参考書などを学生各個人で収集する.もしくは学内

において使用した教科書なども参考にする.

評価方法及び特に記すべき事項
　各臨床実習施設の指導者およびスタッフによる臨床実習の到達度あるいは成長点に関する評価内容、専任

教員による臨床実習地訪問で得られた臨床実習の様子などを勘案して作業療法学科内にて総合的に検討し,判

断する.

授 業方法 :実習

○

○

○

○

科目名 臨床実習Ⅳ

授業計画書
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